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ＪＲ東日本研究開発センター
安全研究所

ヒューマンファクターＵＴ

2026年３月24日

藤代 博明

安全の先取りを目指したヒューマンファクターに関する取組み（要旨）
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安全研究所の概要
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20260324 運輸安全研究会（要旨）

ATS-Pの早期導入
安全対策室（現 安全企画UT）の設置
総合訓練センターの設置
安全研究所の設立

対

策

1989年4月 安全研究所を設立

2001年12月 ＪＲ東日本研究開発センター設立

1987年4月  ＪＲ東日本発足

1988年12月 東中野駅 列車衝突事故
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JR東日本の安全の考え方
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「究極の安全」の追求
「究極の安全」とは、安全に絶対はなく、常にゼロをめざす取組みの中で、不断に
安全レベルを向上させていくという私たちの安全哲学の大基本

「安全」が経営のトッププライオリティ

※「究極の安全」を追求することにより、
お客さまや地域の皆さまからの「信頼」
を高め、すべての事業の持続的な「成
長」につなげていく。

20260324 運輸安全研究会（要旨）
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グループ安全計画2028
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「グループ安全計画2028」

ポイント

『これまで想定外であったリスク』を
「仕事の本質」の理解により想像する

事 故 の 未 然 防 止 へ
さ ら な る チ ャ レ ン ジ

これまで築きあげてきた安全文化を強固にしつつ、

20260324 運輸安全研究会（要旨）
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本日の内容

１ ＪＲ東日本版ノンテクニカルスキル

「安全スキル」の導入

２ 「うまくいっていること（Safety-Ⅱ）」にも

着目する取組みの推進
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ＪＲ東日本版ノンテクニカルスキル「安全スキル」の導入
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2019～2021年度に発生した
重大な労働災害や注意を要する事象等を分析

鉄道係員が列車と接触する可能性があった事象が発生
（2021年度）

課題１：表現が抽象的であるため、社員が深く内容を理解しずらい
課題２：具体的にどのように行動すればよいのかイメージしづらい
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ＪＲ東日本版ノンテクニカルスキル「安全スキル」の導入

４つの安全スキル 10の具体的行動スキル（標題）

「作業の落とし穴」の察知スキル ３Ｈ（初めて、変更、久しぶり）を意識した行動

違和感を持った際の行動

作業中の危険予知

しっかり伝え、聴くスキル 「なぜ」も含めた明瞭な会話

相手の理解に応じた伝達

納得するまで憶測せずに確認

ためらいに打ち勝つスキル 相手の立場に関わらず確認

問題を抱え込まずに報告

異常発生時の安全行動スキル 異常発生時の一呼吸

異常発生時こそ迷わず安全を選択
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「安全スキル」の教材の展開
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① 「安全スキル」教育動画

② 「安全スキル」レベルアップヒント集

社内の安全に関するポータルサイト上で公開
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本日の内容

１ ＪＲ東日本版ノンテクニカルスキル

「安全スキル」の導入

２ 「うまくいっていること（Safety-Ⅱ）」にも

着目する取組みの推進
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Safety-ⅠとSafety-Ⅱ
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Safety-Ⅰ Safety-Ⅱ
と

失敗に着目 うまくいっていることに着目

□ Safety-Ⅰ … 従来行ってきた安全管理

○ 事故が発生すると、その原因を分析して、対策を実施する

⇒ 「失敗を減らす」ことにより、安全性を高めていくアプローチ

これからの安全管理は、このSafety-Ⅰのみで十分でしょうか？

20260324 運輸安全研究会（要旨）

このSafety-Iの手法は、
当然、引き続き行っていく
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「Safety-Ⅰ」に依存した安全マネジメントの課題
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□ 課題１ ： 直接「安全」に目を向けていない

□ 課題２ ： 事故が発生して、はじめてアクションを起こす

□ 課題３ ： 「発生した事故」の対策が、現状への最適な対策か？

□ 課題４ ： 事故から学ぶ機会が減少している

□ もっと目の前にある膨大な「うまくいっていること」に着目すべき

Safety-Ⅱ：「失敗を減らす」ことではなく、

「うまくいくことをより確実にする」ことで

安全性を高めていくアプローチ
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「うまくいくための工夫・コツ」をみんなで共有する！
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「うまくいくための工夫・コツ」は
 各自がいろいろな経験を通して身につけている

これまでは、あまり意識して共有してこなかった！

社員が持つ「うまくいくための工夫・コツ」を重要な技術と考え、
それを引き出し、共有化していくべき

安全力を向上

20260324 運輸安全研究会（要旨）



13

「うまくいくための工夫・コツ」抽出・共有支援ツール
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社内の安全に関するポータルサイト上で公開

教育動画 6つの着眼点シート

議論シート 実施手順
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本日の内容

１ ＪＲ東日本版ノンテクニカルスキル

「安全スキル」の導入

２ 「うまくいっていること（Safety-Ⅱ）」にも

着目する取組みの推進
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ヒューマンファクターに関する講座
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ヒューマンファクターに関する講座
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講座受付：ＪＲ東日本パーソネルサービス「JR東日本に学ぶ！ヒューマンファクター講座」 https://www.jeps.ne.jp/client/
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https://www.jeps.ne.jp/kensyu/doc/open_seminar_info.pdf#page=30
https://www.jeps.ne.jp/kensyu/doc/open_seminar_info.pdf#page=30
https://www.jeps.ne.jp/kensyu/doc/open_seminar_info.pdf#page=30
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ご清聴ありがとうございました

20260324 運輸安全研究会（要旨）
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